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２０２５年度事業報告書 

 

１．２０２５年度の経済状況及び関連産業の動向 

（１）２０２５年度経済 

   ２０２５年度の我が国経済は、賃上げ率が２年連続で５％を上回るなど、

「デフレ・コストカット型経済」から、その先にある新たな「成長型経

済」に移行する段階まで来た。足元の景気は、米国による通商政策による

影響が自動車産業を中心にみられるものの、緩やかに回復している。 

 

（２）LPガス産業界及び溶接容器産業の状況 

① LPガスの需要動向 

２０２５年度は、液化石油ガス全体で１，１８９万トンとなり、前年 

度比０．８％程度の減少の見通しとなっている。また、２０２４年～２０

２９年の見通しも年平均で１．０％程度の減少で５年間で４．９％の減少

の見通しとなっており、LP産業にとっては厳しい状況が続くと見込まれて

いる。 

 

② LPガス溶接容器・バルク貯槽製造業の経営環境 

LPガス溶接容器等の生産は、鋼材等の原材料価格の上昇に加えて、人件

費、物流費等の大幅な上昇による製品価格の値上げに起因した買い控えや

２０年容器の再検査実施等により２０２３年は過去最低の生産となった。

２０２４年は多少増加したものの、２０２２年以前に比べると大幅な減少

となった。２０２５年も前年比減少となっており、引き続き厳しい経営環

境となっている。 

また、中東情勢の悪化による石油製品の供給不足が溶接容器等の生産に

不可欠なシンナー・塗料等の供給にも影響を与えており、既に生産への懸

念が生じている。このため、経済産業省に対して現状を説明するとともに、

会員企業への政府の取組み等について情報提供に努めた。 

 

２．２０２５年度の実施事業 

（１）ＬＰガス溶接容器及びバルク貯槽の生産統計の作成・公表 

 会員企業各社からの報告を踏まえて、生産状況に関する統計の作成・公表を

行った。２０２５年の生産状況は、以下の通り。 
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① ＬＰガス溶接容器の生産 

２０２５年の容器総生産実績は、ＬＰガス溶接容器全体で１，４０８千本

（前年比１．３％減）となった。また、自動車用容器、その他ガス用容器を

含めた総生産実績は、１，４６１千本（前年比１．３％減）となった。 

・１０ｋｇ以下ＬＰガス用容器    ７０千本（  ９３.５％） 

・１０KG超２０ｋｇ以下 〃    ５９１千本（  ９８.６％） 

・２０KG超５０ｋｇ以下 〃    ７４６千本（  ９９.３％） 

・５０KG超５００ｋｇ以下 〃     ３１本（  ３５.６％） 

・自動車用容器            １１千本（  ９５.０％） 

・その他ガス用容器          ４３千本（１００.６％） 

 

 ② バルク貯槽の生産 

２０２４年のバルク貯槽生産実績は、１３，６０３基（前年同期比９５．

６％）となった。内訳は以下のとおり。 

・１００ｋｇ以下           ７７基（ ９８.７％） 

・１００KG超１５０ｋｇ以下     ４３２基（１１２.８％） 

・１５０KG超２００ｋｇ以下     １１５基（１４３.８％） 

・２００KG超３００ｋｇ以下   ３，６４７基（ ９６.８％） 

・３００KG超５００ｋｇ以下   ３，６６８基（ ９０.０％） 

・５００KG超１トン未満     ５，１２９基（ ９７.９％） 

・１トン以上３トン未満         ５３５基（  ８８.３％） 

 

 

（２）溶接容器の技術向上 

① 技術委員会を中心に溶接容器及びバルク貯槽の品質保持・向上に関する

検討を行った。今年度は、昨年度に引き続き放射線透過試験方法にデジタ

ル検出器の活用について、重点的に検討を行った。 

② ＩＳＯ／ＴＣ５８国内委員会に委員を派遣し、ＩＳＯ基準の見直し・策

定などに協力した。 

③ 移動容器規格委員会に委員を派遣し、検査基準の見直し等に協力した。 

 

（３）保安の確保と安定供給対策 

① 生産物賠償責任保険の更新 

    容器を起因とした万一の事故による賠償責任に備え、２０２５年度保険

年度（２０２５年１０月１日～２０２６年９月３０日）の生産物賠償保険

を継続付保した。 
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② 政府の保安対策等への協力 

   経済産業省産業構造審議会傘下の高圧ガス小委員会にオブザーバーとし

て参加し、高圧ガス保安施策の策定・推進に協力した。 

③ ＬＰガス安全委員会への参画 

    ＬＰガス安全委員会に会員として参画し、消費者保安体制の強化及び事

故防止体制の推進に協力した。 

④ ＬＰガス容器くず化処理状況 

   ＬＰガス容器くず化処理マニフェストの発給依頼のあった認定事業所に

対し同マニフェストを提供し、くず化処理の適正な管理に貢献した。 

   容器処理委員会委員２６社の２０２５年のくず化処理件数は、６６４，

８７８（前年比１００．６％）となった。 

⑤ バルク貯槽くず化処理状況 

    容器処理委員会委員２６社の２０２５年のバルク貯槽くず化処理件数は、    

７，０５４基（前年比８８．２％）となった。 

 

（４）その他の事業 

① 関係官庁、関係機関等からの情報提供 

   経済産業省等の行政機関及び高圧ガス保安協会をはじめとする関係機

関・団体からの依頼・情報提供を受け、会員への周知、各種資料の配布を

行う等必要な情報提供に務めた。 

② 関係団体等との連絡、情報の交換 

   ＬＰガス関係団体事務局連絡会に参加し、関係業界相互間の情報交換を

行った。 

③ 物流２０２４年問題 

   物流の２０２４年問題に関する政府の政策の動向について、必要に応じ

て会員企業各社に情報提供するとともに、容器配送に関する状況について

情報収集した。 

④ 特定技能制度 

   ２０２６年１月２３日の閣議決定により、「高圧ガス溶接容器・バルク

貯槽製造業」は技能実習制度に代わる育成就労制度の対象となることが決

定した。当工業会としても会員企業による外国人材活用を支援するため、

１０月１０日に特定技能制度支援委員会を開催し、今後の支援内容につい

て検討を行った。 

⑤ 容器処理工場認定制度の広報 

２０２４年５月に開催された容器処理委員会において、液化石油ガス容

器及びバルク貯槽処理工場認定制度の広報活動の重要性が指摘された。こ
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のため、２０２５年５月から以下の機関等への広報活動を実施した。 

・経済産業省（高圧ガス保安室、金属課、自動車課） 

・鉱山保安監督部（東北、関東、近畿、中国） 

・KHK、全国 LPガス協会 

・都道府県担当課室及び都道府県 LPガス協会 

 

（６）会議の開催状況 

① 通常総会 

   ２０２５年５月１４日（水）に第４９回通常総会を開催し、２０２４年

度事業報告書案及び収支決算書案等を審議し、議決した。 

② 理事会 

   ２０２５年度は７回の理事会を開催し、総会への附議が必要な事業報告

書案、収支決算書案ついて審議し、議決した。また、各委員会の開催報告

等を踏まえ、工業会にとっての対応を検討し必要な業務執行を行った。 

③ 監査 

   ２０２５年４月２２日（火）に２０２４年度の収支決算について監査を

実施し、監査証明書の提出があった。 

 

（７）委員会活動 

① 運営委員会 

   ２０２５年３月１０日（火）に開催し、２０２６年度の事業計画書案及

び収支予算書案について検討を行い、理事会に付議するための案を作成し

た。 

 ② 技術委員会 

   ２０２５年度は６回の技術委員会を開催し、①放射線透過試験方法への

デジタル検出器の活用、②経済産業省による容器検査に DX を活用するこ

とよる効率化可能性調査への協力、③溶接容器等の生産に関する技術的課

題、等について意見交換を行った。 

③ 容器処理委員会 

   ５月１６日（水）に開催し、容器処理の状況、また広報活動専門委員会

で検討していたくず化処理工場認定制度の広報活動の実施状況の報告等を

行った。また、秋の研修会として９月に韓国ハマイのバルブ工場の視察を

実施した。 
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（８）庶務的事項 

① 役員の異動 

   ２０２５年５月１４日（水）に開催された総会及び理事会で以下の役員

を選任した。 

 

 

会長 前口庄一郎 富士工器㈱ 新任 

会長 野村 實也 中国工業㈱ 退任 

副会長 中野 敏 中国工業㈱ 新任 

副会長 前口庄一郎 富士工器㈱ 退任 

理事 萩尾広典 萩尾高圧容器㈱ 再任 

理事 矢端俊行 関東高圧容器製作所㈱ 再任 

理事 田川博文 神鋼機器工業㈱ 新任 

理事 本田和幸 神鋼機器工業㈱ 退任 

理事 半田浩司 中央精機㈱ 新任 

理事 平松幹人 中央精機㈱ 退任 

専務理事 桜庭昭義 事務局 再任 

監事 塚本浩司 税理士法人 EPS 再任 

監事 中村公永 富士工器㈱ 新任 

監事 中野 敏 中国工業㈱ 退任（副会長就任）   

 

② 委員長の異動  

容器処理委員長 菊地敬二 菊地鉱業㈱ 新任 

容器処理委員長 高岡正人 香取産業㈱ 退任 

特定技能委員長 萩尾広典 萩尾高圧容器㈱ 新任 

 

③ 会員の状況 

 ２０２５年３月 ２０２６年３月 

正会員 ６社 ６社 

賛助会員（バルク関係） １社 １社 

賛助会員（バルブ関係） ３社 ３社 

賛助会員（容器処理関係） ２５社 ２６社 

賛助会員   計 ２９社 ３０社 

   

④ 表彰関係  なし 

                                                                                                                          

以上 


